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道路事業 再評価

日本海沿岸東北自動車道 能代～小坂

平成３０年１１月２日
国土交通省 東北地方整備局

0

・一般国道７号 二ツ井今泉道路

・一般国道７号 鷹巣大館道路（Ⅱ期）

のしろ こさか

ふたついいまいずみ

たかのすおおだて

資 料 ３－１

重点審議事業

平成30年度事業評価監視委員会（第１回）資料



○計画概要

起終点 ：秋田県能代市

～秋田県鹿角郡小坂町
延長（開通済） ： 約７１ｋｍ（５３．４ｋｍ）
幅員 ： １２．０ｍ～１３．５ｍ
道路規格 ： 第１種第２級／第１種第３級

あ き た け ん か づ の ぐ ん こ さ か ま ち

あ き た け ん の し ろ し

事業化 : 昭和５７年度（大館西道路）
昭和５８年度（琴丘能代道路）
平成１０年度（大館～小坂）
平成１７年度（鷹巣大館道路）
平成１９年度（鷹巣大館道路Ⅱ期）
平成２４年度（二ツ井今泉道路、鷹巣西道路（秋田県施工））

１．事業の目的と概要 日本海沿岸東北自動車道 能代～小坂

○事業概要

一般国道７号（日本海沿岸東北自動車道 能代～小坂 全体位置図

日本海沿岸東北自動車道は、新潟県新潟市を起点として秋田県能代市や秋田県大館市を経て青森県青森市に至る延長約
３２１ｋｍの高規格幹線道路である。能代～小坂間は、日本海沿岸東北自動車道の一部を形成し、災害時のリダンダンシーの
確保、国道７号の混雑緩和、安定的な物流ルートの確保等による産業・企業活動の支援、迅速かつ安定的な救急搬送、広域
的な連携・交流の促進等に寄与することを目的としている。

秋田県

岩手県

宮城県山形県

福島県

日本海沿岸
東北自動車道
（能代～小坂）

青森県

社会情勢の変化等

琴丘森岳IC

八竜IC

能代南IC

能代東ＩC

大館北IC

大館南IC

二井田真中IC

鷹巣IC

（仮）小繋IC

二ツ井
白神IC

小坂JCT

小坂北IC

日本海沿岸東北自動車道 能代～小坂 約７１km

⼆ツ井
今泉道路
4.5km

鷹巣⼤館道路
（Ⅱ期）
5.6km

鷹巣⼤館道路

8.3km

琴丘能代道路
（能代南〜⼆ツ井⽩神） ⼆ツ井⽩神〜⼤館能代空港

18.0km16.7km

⼤館⻄道路 ⼤館〜⼩坂

8.8km 14.0km
（Ｈ19事業化）

事業中
（Ｈ24事業化）

Ｈ25開通 Ｈ25開通Ｈ28開通Ｈ18開通

鷹巣⻄道路
（秋⽥県施⼯）

5.3km

大館能代空港IC

3.9km

H28.10
開通

：開通済

：事業中

：評価対象区間

：高規格幹線道路

：一般国道

：主要地方道

：一般県道

凡 例

その他道路凡例

道路種別
（仮）今泉IC

H30.3
開通

1.7km
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（仮）今泉IC

（仮）⼩繋IC

⼆ツ井今泉道路起
点
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秋
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代
市
⼆
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⼩
繋

4.5km 終
点
：
秋
⽥
県
北
秋
⽥
市
今
泉

鷹巣西道路

5.3km
（県施工）

⾄
⼤
館
市

⾄
秋
⽥
市

③

②
①
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④
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一般国道７号
二ツ井今泉道路

秋⽥県

事業中

凡 例

事業中（県施⼯）
トンネル区間

施工中

施工済

H30.4現在
④終点側からの全景①起点側からの全景

２－①．事業の進捗状況 一般国道７号 二ツ井今泉道路

⼩繋ﾄﾝﾈﾙ
1,153m

今泉第⼀ﾄﾝﾈﾙ
800m

今泉第⼆ﾄﾝﾈﾙ
300m

着工前

③改良⼯事
（（仮）今泉IC付近）

②改良⼯事
（（仮）⼩繋IC付近）
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鷹巣⼤館道路（Ⅱ期）5.6km

3.9km
平成30年開通 平成28年開通

起
点
：
秋
⽥
県
北
秋
⽥
市
脇
神

N

①起点側からの全景

終
点
：
秋
⽥
県
北
秋
⽥
市
栄

あ
き
た
け
ん

き
た
あ
き
た
し

わ
き
が
み

あ
き
た
け
ん

き
た
あ
き
た
し

さ
か
え

鷹巣IC

⼤館能代
空港IC

ま と う が わ

ふ じ か ぶ

お さ る べ が わ

①

２－②．事業の進捗状況 一般国道７号 鷹巣大館道路（Ⅱ期）

一般国道７号
鷹巣大館道路（Ⅱ期）

秋⽥県

⼩森川橋
122m

藤株こ道橋
40m

⼩猿部川橋
137m

栄トンネル
562m

摩当川橋
83m

脇神こ道橋
49.4m

脇神ﾗﾝﾌﾟ橋
26.7m

②

②開通区間の全景

1.7km
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施工中

施工済

H30.4現在

着工前



◆平成30年3⽉21⽇に鷹巣⼤館道路（⼤館能代IC〜鷹巣IC）が開通

：開通中
：事業中
：未事業化

凡 例

：評価対象区間
：⼀般国道
：主要地⽅道・県道

道路種別

整備状況

３．前回評価時からの周辺環境等の変化

▼⽇本海沿岸東北⾃動⾞道 整備進捗状況

区分 延⻑ 構成⽐
計画延⻑ ３２１km ―
開通済 ２３９km ７４％
事業中 ８２km ２６％

※計画延⻑及び開通済区間について、⼭形道、秋⽥道の重複区間は集計対象外とした
対象外区間：鶴岡JCT〜酒⽥みなとIC、河辺JCT〜昭和男⿅半島IC

前回評価時以降の開通

能代〜⼩坂 約71㎞

前回評価時以降の事業化

⾦⼭道路
(H30事業化)

柏浮⽥道路
(H30事業化)

H30.3
開通

L=1.7km
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◆能代市〜⼤館市を結ぶ主要幹線道路である国道7号は、秋⽥県の第1次緊急輸送路に指定されているが、能代市〜⼤館市間では
⼤⾬による⼟砂流⼊等での全⾯通⾏⽌めが10年間で6件発⽣しており、災害に対して脆弱な区間が多数存在

◆対象区間現道の⼩繋〜今泉間には周辺迂回路がないため、通⾏⽌めの際には広域迂回が発⽣（所要時間約2倍）
◆⽇沿道の整備により、災害時における緊急輸送道路の代替性が確保

▼能代市〜⼤館市間の国道７号における
全⾯通⾏⽌めの経緯（過去１０年間）

出典：能代河川国道事務所

発生年月日 規制要因 規制時間

H19.9.18 降雨による河川水位上昇 3時間15分

H21.7.19 大雨による二ツ井東トンネルの漏水 3時間

H23.8.17 大雨による土砂流入 21時間30分

H24.1.30 大雪によるスタック発生 4時間20分

H25.8.9 局地的大雨による河川水位上昇 22時間10分

H25.9.16 台風18号による冠水 5時間20分

▼国道７号の全⾯通⾏⽌め箇所および迂回ルート

資料：H27道路交通センサスピーク時速度(H27以降開通区間は70km/hと設定）

●北秋⽥市消防本部の声
・秋⽥市の３次救急医療施設への搬送は、災害時においても
確実かつ⼀刻も早い迅速な搬送が望まれます。

平成２５年９⽉１７⽇北⿅新聞 １⾯

釈迦内産業団地

H24.1.30
スタック⾞

4.5km
⼆ツ井今泉道路

⼩繋交差点〜⼤堤交差点

・⼆井⽥⼯業団地
・⼤館・⼤館第⼆⼯業団地

⼤館能代空港

能代市

⼤館市

現況（迂回ルート）
150分（103km）

整備後（迂回なし）
70分（57km）

所要時間・距離
が約2倍

H21.7.19
トンネル漏⽔

H19.9 河川増⽔の被害状況

凡 例

：⽇沿道全線整備時
：現況（Ｈ27末）

：全⾯通⾏⽌め箇所
：全⾯通⾏⽌め区間
：事業中区間

４．事業の必要性（１）リダンダンシーの確保

5.6km

鷹巣⼤館道路
（Ⅱ期）

H23.8.17
⼟砂流⼊

H25.9.16
冠⽔

現道区間（能代市〜⼤館市）
には周辺迂回路がない

H28.10開通
3.9km

H19.9.18
H25.8. 9

河川⽔位上昇

1.7km
H30.3開通
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その他 14%
その他 8%

その他 20%

人対車両 8%
人対車両 8%

車両単独 2%
車両単独 0%

出会い頭 19%

正面衝突

8%

正面衝突

25%

正面衝突

60%

追突

49% 追突

58%

追突

20%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

秋田県 対象区間

（通年）

対象区間

（冬期）

0

1

2

通常期 冬期

（件/月）

0

50

100

150

200

250
単路 交差点（件／億台キロ）

出典：H25-H28イタルダデータ

▼事故類型

▼対象区間の死傷事故率

秋田県平均
21.3件/億台キロ

4.5km

単路 交差点

163.1
（7.7倍）

108.7
（5.1倍）

冬期は正⾯衝突
が約６割

出典：H25-H28イタルダデータ

0.8件/⽉

1.7件/⽉

【3〜11⽉】 【12〜2⽉】

冬期に
事故が多い

⼆ツ井今泉道路

出典：H25-H28イタルダデータ

▼対象区間の通常期・冬期の死傷事故割合
（H25〜H28）

※事故多発箇所・・・死傷事故率100件/億台キロ以上の箇所

今
泉

交
差
点

⼩繋
交差点

きみまち阪
交差点

今泉
交差点

⼤
堤
下

交
差
点

⼩
繋

交
差
点

54.4

冬期・カーブ区間での
正面衝突が多い

100件/億台キロ（事故危険箇所）

●事故多発箇所2箇所
●秋⽥県平均死傷事故率21.3件/億台キロ

⇒約８倍が1箇所：今泉交差点

⼩繋トンネル

今泉第⼀トンネル

⼆ツ井今泉道路は
トンネル区間が約6割

冬期事故を低減

⼆ツ井今泉道路は
中央分離帯あり

正⾯衝突を回避

◆県平均死傷事故率の約８倍の1箇所を含む事故多発箇所※が2箇所存在。また、冬期・カーブ区間における正⾯衝突が多く発⽣
◆⼆ツ井今泉道路の整備により、カーブ連続区間の⾛⾏が回避され、冬期でも安全な交通環境の確保が期待

４．事業の必要性（２）交通事故減少

R260 R300

R250
R500

R300
R300 R500

R250

カーブ区間
正⾯衝突発⽣箇所（冬期）

カーブ区間

正⾯衝突発⽣箇所（冬期）

事故多発箇所

6
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交差点

今泉第⼆トンネル



581 575 582 588 587 601 623 634

1.00 0.99 1.00 1.01 1.01 
1.03 
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1.05 
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

所得 大館市の伸び率

（H22比）

秋田県の伸び率

（H22比）

（億円） （伸び率）

（年度）

大館第二工業団地

二井田工業団地

大館工業団地

◆⽇沿道の開通時期公表や開通延伸に伴い、北秋⽥市ではH22年度から8年間で12社が⼯場を新増設し、新たに128名の雇⽤が創
出。⼤館市も同様に⼯場の新増設が急増、総所得額が増加するなどの効果が発現

◆鷹巣⼤館道路の開通により、継続的な産業活動の後押しが期待

●⽇沿道の整備が進んだことにより、市内の⼯業団地の
⽴地上の優位性が増し、企業から⼯場の新設や増設
に伴う問合せが増加、H29年度も数社より問合せを
頂いています。 （⼤館市 産業部 ／ H29.10ヒアリング）

■⼤館市の総所得額の推移■北秋⽥市の新増設件数と新規雇⽤者数*1の推移

出典：北秋田市

８年間で１２社１２８名の雇用を創出

⼯業団地拡張地
⾯積：約18ha
H30年度から順次分譲開始

大館市：工場新設・増設 新規工業団地を拡張中

６１工場が新増設

144
207

369

579
628

0

200

400

600

800

0

40

80

120

160

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

新
規
雇
用
者
数
累
計

新
設
増
設
件
数
累
計

新設増設件数累計

新規雇用者数累計

（人）（件）

（年度）

出典）大館市資料

16⼯場 28⼯場
41⼯場

1⼯場 1⼯場

58⼯場

※工場数はH22からの累計値

61⼯場

■⼤館市の新設増設件数と新規雇⽤者数*2の推移
総所得額が増加

※給与所得者の総所得金額 出典）大館市税務概要
出典）秋田県提供※工場数はH22からの累計値

H23.4
大館北～小坂
開通時期公表

H25.11
大館北～小坂

開通

H28.10
二井田真中～鷹巣

開通

H23.4
大館北～小坂
開通時期公表

H25.11
大館北～小坂

開通

H28.10
二井田真中～鷹巣

開通

H23.4
大館北～小坂
開通時期公表

H25.11
大館北～小坂

開通

H28.10
二井田真中～鷹巣

開通

1⼯場 3⼯場
4⼯場 4⼯場

5⼯場
6⼯場

8⼯場
12⼯場

17

47
57 57

67
88

101

128

0

20

40

60

80

100

120

140

0

5

10

15

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

新
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用
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累
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新
設
増
設
件
数
累
計

新設増設件数累計

新規雇用者数累計

（人）（件）

（年度）

*1：正規雇用者数 *2：パート含みの
雇用者数６１工場が新増設

■⼤館市・北秋⽥市の近年における主な新設・増設⼯場
鷹巣大館道路

H28.10.22
開通

L=12.2kmL=1.7km

H25.11開通

L=16.1km

大館北～小坂

釈迦内産業団地

・⼆井⽥⼯業団地
・⼤館⼯業団地
・⼤館第⼆⼯業団地

⼤館能代空港

H24～H28で新設した工場

H24～H28で増設した工場
北秋⽥⼤野台

⼯業団地

○H23.4 ⼤館北〜⼩坂間開通時期公表

○H25.6 鷹巣⼤館道路開通時期公表

○H25.11 ⼤館北〜⼩坂間 開通

○H28.10 鷹巣⼤館道路 開通

H23.12
開通

H10.12
開通

H30.3.21
開通

※伸び率はH22との比較

秋田県【日本海沿岸東北自動車道】
４．事業の必要性（３）産業活動支援

7

⼆ツ井今泉道路
L=4.5km



◆北秋⽥管内の脳疾患による死亡率(217.8)は秋⽥県平均(161.6：全国１位)を上回っており、⼤館・弘前⽅⾯への約半数が脳疾
患、救急搬送先割合も増加傾向

◆脳疾患患者の救急搬送は、病院到着までの時間的猶予が限られるなか振動等により脳に影響が出ないよう、特に⾛⾏中の注意が必要
◆⾛⾏性の向上による患者への負担軽減、及び救急搬送時間の短縮に期待

４．事業の必要性（４）救急医療支援

脳疾患
45%

外傷
23%

産科・⼩児科
7%

呼吸器
6%

消化器
3%

その他
16%

救急搬出件数
計８８件
（Ｈ２８）

▼ 北秋⽥市から⼤館・弘前⽅⾯への
救急搬送内訳（H28）

資料：北秋⽥市消防本部

資料：H29北秋⽥市消防本部ヒアリング

▼ 脳⾎管疾患による死亡率(地域別)

217.8

161.6

0

50

100

150

200

250

北秋⽥管内 秋⽥県

10万⼈対 北秋⽥管内は
全国１位の秋⽥県

平均を上回る

資料：H28秋⽥県衛⽣統計年鑑

Ｐ

■北秋⽥市消防本部の声
・北秋⽥市⺠病院に脳外科の常勤医が居ないため、⼤館市⽴総合病院へ救
急搬送が増えている

・脳疾患患者の救急搬送は、脳に影響を及ぼさないよう、振動を与えない⾛⾏
が特に重要。振動でストレッチャーが跳ねないように段差などに 注意を払っている

・鷹巣IC〜⼆井⽥真中IC開通後は、北秋⽥市⺠病院から⼤館市⽴総合病
院への転院搬送に100％利⽤、安定⾛⾏や時間短縮を実感。また、信号交
差点での徐⾏や出⼊⾞両への⼼配が少なくなり、搬送員の精神的負担も軽
減。

・能代厚⽣医療センター（能代市）が県北地域の精神科の拠点病院になって
おり、⽇沿道が全線繋がれば、救急搬送時間の短縮が期待される

▼ 北秋⽥市⺠病院から⼤館市⽴総合病院への救急搬送時間の変化

所要時間：プローブデータ（H28.1〜2 のデータを⽤いて開通前の時間を算出
開通後は鷹巣⼤館道路（鷹巣IC〜⼆井⽥真中IC）を70kmとして計算）

⼤館市⽴
総合病院

北秋⽥
市⺠病院

⼆井⽥真中IC

⾄⻘森市

⾄
能
代
東
IC

鷹巣⼤館道路
H29.3.21開通

L=1.7km

H28.10.22開通
L=12.2km

開通前ルート

鷹巣IC

⼤館南IC

31分
(約17分短縮)

開通後ルート

4％

5％
5％ R100

48分

⾄碇ケ関IC

⾄
⿅
⾓
⼋
幡
平
IC

⼤館能代空港IC

⼆ツ井今泉道路
L=4.5km

8

▼ 脳疾患発症から病院到着までの猶予時間

出典：⽶国⼼臓病協会ガイドライン、脳卒中治療ガイドライン2015（⽇本脳卒中学会）
参考：国⽴循環器研究センター循環器病状サービスHP

10分以内にバイタルチェック

25分以内に頭部CT撮影

45分以内で治療⽅針の決定

60分以内で「t-PA※」投与開始（治療開始）
※t-PA（tissue-plasminogen activator）
組織プラスミノゲン活性化因⼦：⾎栓を溶かす治療薬

「t-PA」は発症から3時間以内に投与する必要あり

①
発⾒及び

通報
（Detection）

②
救急隊の

出動
（Dispatch）

③
医療機関へ

搬送
（Delivery）

④
医療機関へ

到着
（Door）

⑤
情報及び

検査
（Data）

⑥
治療⽅針

決定
（Decision）

⑦
治療
開始

（Drugs）

脳卒中の初期診療における重要な 「7つのD」

発症から病院到達までの
猶予時間は２時間



まるごと森吉⼭観光振興プロジェクト
〜いつでも、だれでも、森吉⼭！〜

資料:H28秋⽥県・⻘森県観光統計、Ｈ25.12北秋⽥市ヒアリング

▼ 県北地域周辺の主要観光地点
⽩神⼭地周辺
年間58.7万⼈

⼋幡平
国⽴公園

年間71.5万⼈

国⽴公園
⼗和⽥湖

年間62.9万⼈

男⿅⽔族館
GAO

年間19.8万⼈

⼤館樹海ドーム
年間12.8万⼈

⼤太⿎の⾥
ぶっさん館

年間29.4万⼈
おなごり

フェスティバル
25万⼈

⼤館アメッコ市
6.9万⼈

能代港まつり
花⽕⼤会
19.6万⼈

北欧の杜
公園

年間14.9万⼈

⾓館武家屋敷群
年間47.3万⼈

花輪ばやし
20万⼈

森吉⼭
年間13万⼈

⼤館能代空港

⾄ ⻘森

⾄ 秋⽥

⾄
東
京

■観光関連団体の声
・空路は九州からの便が無く、関⻄便も廃⽌となったため、観
光のPRにおいて陸路の強化が⼤変重要。
・⽇沿道の整備により、⻘森・秋⽥・岩⼿３県の交通ネット
ワークが強化され、連携した観光周遊計画が期待できる。

(社)⼗和⽥⼋幡平観光物産協会

①(仮称)森吉⼭ビジターセンター整備事業
②森吉⼭阿仁スキー場機能強化事業
③森吉⼭イメージアップ事業

資料：北秋⽥市プロジェクト本部会議資料

北秋⽥市事業 県事業・県市協働事業

▼四季折々の森吉⼭

【北秋⽥市事業費】 約６億８千万円 【プロジェクト期間】平成25年度〜平成28年度

周遊性向上に期待

①森吉⼭スキー場管理運営協議会との連携
②観光宣伝事業（PR・情報発信）
③滞留型観光商品開発に対する⽀援

春 夏 秋 冬

【北秋⽥市へのヒアリング】
•平成25年5⽉に秋⽥県市町村未来づくり協働プログラムに
「まるごと森吉⼭観光振興プロジェクト」が採択された。

採択時に知事から、⽇沿道が整備されれば更に効果があると
の評価がされている。

北秋⽥市 商⼯観光課 観光振興係

資料：広報きたあきた 2013.8

４．事業の必要性（５）観光地へのアクセス性が向上

※国⽴公園⼗和⽥湖、⼋幡平国⽴公園はH26秋⽥県観光統計（最新値）

◆北秋⽥市では、平成２５年度からの４年間で、森吉⼭エリアの観光振興を図る「まるごと森吉⼭観光振興プロジェクト」を実施
◆周辺地域との広域連携、観光動線の確保が課題であり、観光関連団体からは⽇沿道整備に対する期待の声あり
◆プロジェクト実施の結果、森吉⼭阿仁スキー場では⽬標値を上回る5万3千⼈/年まで利⽤者が増加、⼆ツ井今泉道路・鷹巣⼤館道路

の整備により、更なる観光地へのアクセス性・周遊性の向上に期待

3.9

5.3

2
3
4
5
6

H23年度 H28年度

（万⼈）
▼ 森吉⼭阿仁スキー場利⽤者の推移

⽬標値 （達成率106％）

基準値
（H23年度）

実績値
（H28年度） 9



５．事業計画の変更内容（１）

◆⼆ツ井今泉道路の事業費増（全体事業費１５０億円→２３５億円） 増５７％ （８５億円）

項 ⽬ 増額 増額要因 概 要

重⾦属対策
重⾦属対策 18億円 現場条件の変更 ①重⾦属対策（対策⼟量：33万㎥）

縦断変更 67億円 現場条件の変更 ②縦断変更に伴うトンネル構造変更
③縦断変更に伴う道路構造変更

増額計 85億円

【重金属対策】
①重金属対策

【縦断変更】
②縦断変更に伴うトンネル構造変更
③縦断変更に伴う道路構造変更

10



５．事業計画の変更内容（２） 重金属対策 １／４ 現場条件の変更

経 緯（１） 当初
○当初は、以下の理由により、重⾦属対策は不要と想定していた

・掘削⼟に重⾦属の含有が疑われるような鉱⼭・⼯場跡地等の既存施設が事業区間に無い
・鉱物資源図等の既往資料を⽤いた事前の概略調査では、重⾦属含有⼟の存在が確認されていない
・当該事業に近接する国道７号きみまちトンネル⼯事（昭和50〜54年度）において、発⽣した⼟砂を盛⼟に⽤いていたが、重⾦属に
由来するような周辺環境の変化が確認されていない

能代市⼆ツ井町⼩繋〜北秋⽥市今泉地内

鉱物資源図 東北（地質調査所 1997）に加筆

【凡例】
＜鉱床＞

金属鉱床（層状）

金属鉱床（脈状）

非金属鉱床

＜地質＞

堆積岩・変成岩

（約24百万年前～現在）

火山岩

（約24～5百万年前）

＜地質構造＞
断層

褶曲軸（向斜）

褶曲軸（背斜）

▼鉱物資源図

⼆ツ井今泉道路N

近接する国道７号きみまちトンネル
⼯事（昭和50〜54年度）、および
発⽣⼟を盛⼟に使⽤した箇所

古 新

11

7

7

秋⽥道

秋⽥道

重
⾦
属
含
有
の
疑
い
有
り



▼平⾯図（当初計画）

▼分析結果（基準超過分を抜粋）

５．事業計画の変更内容（３） 重金属対策 ２／４

新規ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞｺｱ分析位置 既往ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞｺｱ分析位置 ⾃然由来の重⾦属が確認

▼地質縦断図（当初計画）

現場条件の変更

経 緯（２） 重⾦属確認
○平成２９年度のトンネル⼯事の発注に際し、⼊札参加者に開⽰対象となる既往調査成果品の準備のために、既存のボーリングコアを
確認したところ、変⾊（暗灰→⻩）しており、重⾦属含有の可能性が確認されたことから、新たにボーリング調査および既存ボーリングコア
の分析を実施［H29.6〜7］
→⾃然由来の重⾦属（セレン・ヒ素）を確認（泥岩、砂質凝灰岩、砂岩に含有）

能代市⼆ツ井町⼩繋〜北秋⽥市今泉地内

小繋IC（仮）

7

N

⼆ツ井今泉道路事業化後の平成25年度トンネル詳細設計に
あわせて実施したボーリング調査により採取されたコア
（岩質・強度を把握し、トンネル⽀保パターンを検討するために実施）

暗灰の岩⽯は泥岩に分類される。
⾁眼では確認できないが、泥岩内に細粒化されている硫⻩化
合物が含有しており、時間経過とともに、酸化が進⾏し、⻩⾊
に変⾊。
硫⻩化合物には、ヒ素やセレンなどの重⾦属を含有している可
能性があるため、重⾦属ﾘｽｸの評価が必要とされた。

あんかい

▼ボーリングコアの状況
最初に、変⾊が
確認された箇所

最初に、変⾊が
確認された箇所

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞｺｱから⾃然由来の重⾦属が確認

砂質凝灰岩 泥岩 泥岩 ⽕⼭礫凝灰岩 砂岩 泥岩

12

４年後

今泉IC（仮）

ｶﾄﾞﾐｳﾑ ｾﾚﾝ 砒素 ふっ素

溶出量(mg/L)
[基準値]

0.051
[0.01以下]

0.018
[0.01以下]

0.087
[0.01以下]

13
[0.8以下]

※1 ※1※2※2

※1 既存ボーリングコアの分析結果（最⼤値）
※2 新規ボーリングコアの分析結果（最⼤値）



重⾦属対策
想定線 ※

当初計画
対策⼟量97万m3

当初計画の盛⼟可能エリアでは
対策⼟量の処理が不可能

：重⾦属対策必要箇所
：重⾦属含有⼟
：無対策⼟

当初計画での
対策可能範囲

対策⼟量97万ｍ３
の処理に必要な盛⼟範囲

重⾦属対策費⽤（＋55億円）
に加え、範囲拡⼤により付替道路・
河川付替が拡⼤（＋73億円）

経 緯（３） 重⾦属対策検討〜決定
○掘削予定箇所において、重⾦属含有⼟が確認されたことから、新たに重⾦属対策が必要となった

→対策⽅法について、専⾨家や有識者への相談を踏まえ、決定［H29.7］
（対策⽅法：重⾦属含有⼟を⼟砂・遮⽔シートで封じ込め、管理型盛⼟として扱う）

○重⾦属対策が必要となる⼟量が97万㎥におよぶことが想定され、対策費⽤として128億円の増額が⾒込まれたことから、対策⼟の減量
案を検討
→前提条件として、道路管理上、対策箇所の集約が重要であり、対策可能な範囲の確保が必要
→当初の縦断計画では、対策可能範囲が限定的となり、対策範囲の拡⼤が必要
→上記を踏まえ、縦断計画の⾒直しによる対策⼟量の減量化を検討［H29.7〜10］

○⾒直した縦断計画について、有識者、⾏政従事者からなる⼆ツ井今泉道路技術検討会に提⽰し、了承［H29.11］
○重⾦属対策、および縦断計画の変更について、地元説明会を開催し、了承［H30.5.11］

５．事業計画の変更内容（４） 重金属対策 ３／４ 現場条件の変更

能代市⼆ツ井町⼩繋〜北秋⽥市今泉地内

▼縦断図（当初計画）

※ 既存ｺｱ分析により想定
13

▼平⾯図（当初縦断計画における重⾦属対策範囲の拡⼤）

切⼟ トンネル トンネル 切⼟ 切⼟

対策範囲が拡⼤ 対策範囲が拡⼤
▼対策範囲拡⼤のイメージ

▼縦断図（変更計画）

：重⾦属対策必要箇所
：重⾦属含有⼟
：無対策⼟

切⼟ トンネル トンネル 切⼟切⼟トンネル切⼟

縦断変更により対策⼟量の処理
が可能な盛⼟エリアを確保

縦断変更により対策
必要⼟量を減量化
対策⼟量33万m3



５．事業計画の変更内容（５） 重金属対策 ４／４ 現場条件の変更

▼要対策⼟量と対策費⽤
▼縦断図

↓亀裂に沿って酸化

要対策⼟量 対策費⽤
（封じ込め）

当初計画 0㎥ 0億円

案１
当初計画+重⾦対策 97万㎥ 55億円

案２：変更計画
対策⼟減量案 33万㎥ 18億円

①重⾦属対策（＋18億円）
○当初計画： 0億円
・当初は、重⾦属対策は計上していない
○変更計画： 18億円
・重⾦属対策費⽤が増額
・封じ込め箇所の確保のため縦断計画を⾒直し、対策⼟量を減量化
（９７万㎥⇒３３万㎥）

盛⼟
⾃然由来

重⾦属含有⼟
保護砂

舗装

遮⽔ｼｰﾄ遮⽔ｼｰﾄ

▼重⾦属対策イメージ（管理型盛⼟）

遮⽔シート設置状況
（他事例より）

対策⼟量
33万㎥

出典：有識者への説明資料より

当初計画 変更計画 変動

重⾦属対策 0㎥
（0億円）

33万㎥
（18億円） ＋18億円

所要額（合計） 0億円 18億円 +18億円

当初計画

重⾦属対策
想定線※1

※1 既存ｺｱ分析により想定

：重⾦属対策必要箇所
：重⾦属含有⼟
：無対策⼟

変更計画

切⼟ トンネル トンネル 切⼟ 切⼟

切⼟ トンネル トンネル トンネル 切⼟ 切⼟ 切⼟
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※2 対策⼟(33万㎥)の盛⼟費⽤、
遮⽔シート・保護砂の敷設費⽤を計上
⼟量には、対策⼟を包み込む盛⼟量を
含まず

※2



重⾦属対策に
伴う縦断変更
トンネル部

当初計画 変更計画 変動

硬岩
（CⅠ）

1,781m
（37億円）

455m
（10億円）

-27億円

中硬岩
（CⅡ）

174m
（5億円）

124m
（4億円）

-  1億円

軟岩
（DⅠ）

374m
（20億円）

807m
（41億円）

+21億円

低⼟被り
（DⅢ）

350m
（19億円）

867m
（49億円）

+30億円

補助⼯法
（⻑尺先受⼯）

0m
（0億円）

780m
（20億円）

+20億円

所要額（合計） 81億円 124億円 +43億円

５．事業計画の変更内容（６） 縦断変更 １／２ 現場条件の変更

小繋トンネル（仮）L=1,153m 今泉第一トンネル（仮）L=800m

▼地質縦断図

⼩繋トンネル（仮）
L=1,153m

今泉第⼆トンネル（仮）
L=300m

今泉トンネル（仮）
L=1,526m

縦断変更区間

低⼟被り

⼩繋トンネル（仮）
L=1,153m

今泉第⼀トンネル（仮）
L=800m

凡例
⻘：当初計画
⾚：変更計画

当初計画
変更計画

補助⼯法として、⼟被りが薄く、掘削箇所の
天端、および切⽻崩落が懸念される区間で、
⻑尺先受⼯を採⽤する。

▼補助⼯法について

低⼟被り

⻑尺先受⼯
ロックボルト

②縦断変更に伴うトンネル構造変更（＋43億円）
○当初計画： 81億円
・当初の縦断計画に合わせて実施した地質調査・詳細設計により、⽀保パターンを設定

○変更計画：124億円
・縦断変更により再度の地質調査・トンネル詳細設計を⾏った結果、低⼟被り部等の存在
により、⽀保パターンを⾒直し及び補助⼯法の追加が必要となった。

掘削⽅向

⻑尺先受⼯

地⼭補強

地⼭補強

低⼟被り低⼟被り低⼟被り
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５．事業計画の変更内容（７） 縦断変更 ２／２ 現場条件の変更

③縦断変更に伴う道路構造変更（＋24億円）
○当初計画： 69億円
・総延⻑1.8kmの明かり部の⼟⼯、構造物⼯の費⽤を計上
・当初盛⼟⾼での道路・河川付替を予定

○変更計画： 93億円
・総延⻑2.2kmの明かり部の⼟⼯、構造物⼯の費⽤を計上
・盛⼟、切⼟法⾯の拡⼤に伴い法⾯⼯・⼩段排⽔が増加
・縦断計画変更により、付替延⻑が増加

▼当初計画

当初計画 変更計画 変動

⼟⼯
切⼟ 820,000㎥

（17億円）
330,000㎥
（3億円） -14億円

盛⼟ 110,000㎥
（1億円）

450,000㎥
（8億円） + 7億円

法⾯⼯ 44,000㎡
（ 3億円）

85,000㎡
（12億円） ＋ 9億円

構造物⼯
（函渠・擁壁・排⽔施設等)

構造物⼀式
（44億円）

構造物⼀式
（48億円） + 4億円

道路・河川付替 付替延⻑150〜180m
（4億円）

付替延⻑350m
（22億円） +18億円

所要額（合計） 69億円 93億円 +24億円

16

当初計画

ﾄﾝﾈﾙ部 明かり部 事業延⻑

2.7km 1.8km 4.5km

明かり部
L=0.1km

道路縦断見直しによる
改良範囲の変化

トンネル部
L=1.5km

明かり部
L=1.1km

変更計画

ﾄﾝﾈﾙ部 明かり部 事業延⻑

2.3km 2.2km 4.5km

トンネル部
L=0.3km

N

▼変更計画

切土範囲が減少

土工範囲が拡大

明かり部
L=1.4km

道路付替
L=180m

河川付替
L=150m

河川付替
L=350m

道路付替
L=350m

重⾦属対策
（管理型盛⼟）

▼当初計画

▼変更計画

重⾦属対策
（管理型盛⼟）

盛
土

高
1
0
m

程
度

横断図

横断図 盛
土

高
3
0
～

4
0
m

盛⼟ 0㎥→13万㎥
切⼟ 0㎥→10万㎥

切⼟ 77万㎥→18万㎥

盛土範囲拡大

右拡⼤図

右拡⼤図

盛⼟ 2万㎥→23万㎥
（対策⼟を覆う盛⼟の⼟量）

※1 当初計画は掘削費用と残土処理費用を、
変更計画は掘削費用を計上

※2 当初計画は盛土費用を、変更計画は他工区
からの土砂受入れ費用と土砂購入費用を計上

※3 土量には、対策土量を含まず

※1

※2
※3

N



①
重金属対策 無し

②
トンネル構造

③
道路構造

－ 延長2.7km 延長1.8km

0億円 0億円 150億円 81億円 69億円 150億円

①
重金属対策

②
トンネル構造変更

③
道路構造変更

対策土量
97万m3 延長2.7km 延長1.8km

55億円 55億円 223億円 81億円 142億円 278億円
当初縦断計画のまま
重金属対策を実施

（増55億円） （増55億円） （増73億円） （増0億円） （増73億円） （増128億円）

対策土量
33万m3 延長2.3km 延長2.2km

18億円 18億円 217億円 124億円 93億円 235億円
縦断計画を見直し、
対策土量を減量化

（増18億円） （増18億円） （増67億円） （増43億円） （増24億円） （増85億円）

37億円 37億円 6億円 -43億円 49億円 43億円

【案2】
縦断変更＋重金属対策

案１ー案２

重金属対策 重金属対策に伴う縦断変更
計

重金属対策 無し トンネル・道路構造
計

当初計画

【案１】
当初計画＋重金属対策

５．事業計画の変更内容（８） 比較検討表 現場条件の変更

○検討の結果、縦断計画＋重⾦属対策案を⾏う事が経済的に優位である
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６．コスト縮減への取組内容 １／２

■スリップフォーム⼯法の採⽤（減0.1億円）
○当初計画： 0.2億円
・⼀般的に採⽤実績の多い円形⽔路（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ）を採⽤

○変更計画： 0.1億円
・新技術のスリップフォーム⼯法を採⽤

当初計画 変更計画 変動

側溝費 4.6km
（0.2億円）

4.6km
（0.1億円） ｰ0.1億円

所要額 0.2億円 0.1億円 -0.1億円

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ
円形側溝

18

※

スリップフォーム⼯法
・コンクリートの供給、締固め、成型などの機能を備えた施⼯機械を使⽤
・型枠を設置しないで同⼀断⾯の連続したコンクリート構造物の構築が可能
・機械施⼯が主体なため、省⼒化が図られる

※⼩繋トンネル(1,153m)、今泉第⼀トンネル(800m)、今泉第⼆トンネル(300m)で適⽤

▼当初計画（プレキャスト円形⽔路） ▼変更計画（新技術：スリップフォーム⼯法）



６．コスト縮減への取組内容 ２／２

■トンネル内の舗装構造の⾒直し（減0.3億円）
○当初計画： 2.6億円
・⼀般的に採⽤実績の多い普通コンクリート舗装を採⽤

○変更計画： 2.3億円
・新技術の連続鉄筋コンクリート舗装を採⽤

当初計画 変更計画 変動

舗装⼯ 2.3km
(2.6億円)

2.3km
(2.3億円) ｰ0.3億円

所要額 2.6億円 2.3億円 -0.3億円
※⼩繋トンネル(1,153m)、今泉第⼀トンネル(800m)、今泉第⼆トンネル(300m)で適⽤

※

連続鉄筋コンクリート舗装
・縦⽅向に連結した鉄筋を配筋することにより、収縮
ひび割れを分散させることで、横⽬地を設けない構造

・鉄筋を連続させることで、コンクリート舗装厚を薄くする
ことが可能となり、コスト縮減が図られる

・横⽬地・鉄網の設置作業が省略されることにより、
施⼯性が向上

横⽬地

舗設状況（ｺﾝｸﾘｰﾄﾌｨﾆｯｼｬによる締固め） 舗設状況（成形機による締固め）

成形機（ベルコン付き）

配筋完了状況（横⽬地無し）横⽬地設置状況

普通コンクリート版 連続鉄筋コンクリート版

舗装構成 舗装構成

▼当初計画（普通コンクリート舗装） ▼変更計画（新技術：連続鉄筋コンクリート舗装

普通コンクリート舗装
・コンクリート版に⽬地を設けて、収縮ひび割れを誘導
・⽬地には、ズレによる段差を防⽌するため、ダウエルバー
を設置

・トンネル内舗装としては、採⽤実績が多い
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７．事業の必要性に関する視点（事業の投資効果）

基本ケース
感度分析

交通量変動 事業費変動 事業期間変動
+10％ -10％ +10％ -10％ +20％ -20％

費⽤C（現在価値） 153 153 153 167 139 153 154
事業費（億円） 138 138 138 151 124 138 138
維持修繕費（億円） 16 16 16 16 16 15 16

便益B（現在価値） 332 407 260 332 332 317 348
⾛⾏時間短縮便益（億円） 287 349 228 287 287 274 301
⾛⾏経費減少便益（億円） 38 50 26 38 38 36 40
交通事故減少便益（億円） 7 8 5 7 7 7 7

費⽤便益⽐ B/C 2.2 2.7 1.7 2.0 2.4 2.1 2.3

Ｈ30今回
●全事業Ｂ/Ｃ＝１．９

○計画交通量（Ｈ４２） １１，８００台/⽇
○純現在価値（ENPV） ４８５億円
○経済的内部収益率（EIRR） ８．５ ％

●残事業Ｂ/Ｃ＝２．２
○純現在価値（ENPV） １７９億円
○経済的内部収益率（EIRR） １０．８％

※本事業は「将来交通需要推計の改善について（中間とりまとめ）」に⽰された第⼆段階の改善を前回評価時点で反映している
※⼀体評価は、⼆ツ井今泉道路、鷹巣⼤館道路（Ⅱ期） の２区間を対象に算出

基本ケース
感度分析

交通量変動 事業費変動 事業期間変動
+10％ -10％ +10％ -10％ +20％ -20％

費⽤C（現在価値） 553 553 553 567 539 553 554
事業費（億円） 512 512 512 525 498 512 512
維持修繕費（億円） 41 41 41 41 41 41 42

便益B（現在価値） 1,038 1,251 838 1,038 1,038 1,023 1,054
⾛⾏時間短縮便益（億円） 758 939 591 758 758 745 772
⾛⾏経費減少便益（億円） 238 268 208 238 238 236 240
交通事故減少便益（億円） 42 45 38 42 42 42 42

費⽤便益⽐ B/C 1.9 2.3 1.5 1.8 1.9 1.9 1.9

【全 体】

【残事業】
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８．事業の必要性に関する視点（事業の進捗状況）

１０．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

９．事業の進捗の見込みの視点

・開通時期は、完成に向けた円滑な事業実施環境が整った段階で確定予定

・重⾦属対策費⽤の⼤幅な増加が⾒込まれたため、要対策⼟量の減量を⽬的に縦断計画を⾒直し、コスト縮減

１）事業を巡る社会情勢等の関する視点
事業⽬的である広域的な連携・交流の促進、国道７号の混雑緩和、災害時のリダンダンシーの確保、安定的な物流ルートの確保等
による産業・企業活動の⽀援、迅速かつ安定的な救急搬送の確保が必要な状況は変化していない

２）事業の投資効果 B/Cが事業全体で1.9、残事業で2.3を確保
３）事業の進捗状況 H30に⼤館能代空港IC〜鷹巣IC開通済。H30当初予算投⼊時点で鷹巣⼤館道路（Ⅱ期）が進捗率

97％、⼆ツ井今泉道路が進捗率35％。

○秋⽥県知事の意⾒
国の対応⽅針（原案）（案）については、異議ありません。
本県では、県⼟の⾻格を形成する道路ネットワークの整備を重点施策に位置付けており、⼈⼝減少社会であっても持続可能な地域づくり

を進めるため、時間的距離の短縮により県⼟のコンパクト化を図るとともに、物流の効率化や交流⼈⼝の拡⼤を⽬指し、これまでも、⾼規
格幹線道路の整備促進について強く働きかけてきたところであります。
当該事業は、⽇本海沿岸東北⾃動⾞道の⼀部区間を整備するものであり、県内外と⼤館能代空港、能代港、秋⽥港等とのアクセス

性の向上により、特に、県北地域における企業⽴地や観光振興などの地域活性化に⼤きく寄与するものと期待しております。また、当該区
間は、現道の⼀般国道７号とほぼ平⾏しており、災害時の通⾏⽌めに対する代替路の確保が可能となることからも整備が重要であるため、
引き続き、早期完成に向けて事業の促進をお願いします。

１１．地方公共団体等の意見

事業継続
（理由） ⾼規格幹線道路ネットワークを形成することによる地域間交流・連携の活発化とともに、緊急時の代替路確保等早期整備の

必要性が⾼い

１２．対応方針（原案）
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【参 考】

箇所別の「事業⽬的と概要」について
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延⻑（開通済）： ４．５ｋｍ
幅員 ： １３．５ｍ（完成２⾞線）
道路規格 ： 第１種第３級
設計速度 ： ８０ｋｍ／ｈ
事業化 ： 平成２４年度
⽤地着⼿ ： 平成２５年度
⼯事着⼿ ： 平成２６年度
事業費・進捗率

・⼆ツ井今泉道路は、⽇本海沿岸東北⾃動⾞道の⼀部を
構成する⾃動⾞専⽤道路

・道路の安全性確保
・災害時のリダンダンシーの確保
・地域の産業振興・雇⽤拡⼤の⽀援

○事業の⽬的 位置図 標準横断図

平⾯図

全体事業費
(うち⽤地補償費)

執⾏済み額
(うち⽤地補償費)

全体進捗率
(⽤地進捗率)

H29再評価時
全体事業費

(うち⽤地補償費)

完成 ２３５億円
（１９億円）

８２億円
（ ５億円）

３５％
（２６％）

１５０億円
（ 7億円）

○計画概要
起終点 ： ⾃：秋⽥県能代市⼆ツ井町⼩繋

ふ た つ い ま ち

い ま い ず み

⼆ツ井今泉道路

ふ た つ い いまいずみ

［単位：ｍ］
こ つ な ぎ

⾄：秋⽥県北秋⽥市今泉

⼤館市役所T’15= 19,800台/⽇

T’15= 11,500台/⽇

⼤館北IC

⼤館南IC

⼆井⽥真中IC

鷹巣IC
⼤館能代空港IC

（仮）今泉IC
（仮）⼩繋IC

⼆ツ井⽩神IC
⾄
秋
⽥
市

⾄
能
代
南
Ｉ
Ｃ

⾄
⻘
森
⾄
⼩
坂
Ｊ
Ｃ
Ｔ

⼆ツ井今泉道路
起
点
：
能
代
市
⼆
ツ
井
町
⼩
繋

4.5km
終
点
：
北
秋
⽥
市
今
泉

鷹巣⼤館道路（Ⅱ期）

3.9km

鷹巣⼤館道路
8.3km

北秋⽥市役所

能代市

藤⾥町

北秋⽥市

⼤館市

⼤館能代空港能代東ＩＣ
T’15= 9,200台/⽇

１－①．一般国道７号 二ツ井今泉道路

※H30当初予算投⼊時点

社会情勢の変化等

H28.10
開通

H28.10開通

T’15= 16,500台/⽇

H30.3
開通

1.7km
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1.7km

○事業⽬的

○計画概要
起 終 点 ：⾃ 秋⽥県北秋⽥市脇神

⾄ 秋⽥県北秋⽥市栄
延 ⻑ ：５．６ｋｍ
幅 員 ：１２．０ｍ（完成２⾞線）
道路規格 ：第１種２級
設計速度 ：１００ｋｍ／ｈ
都市計画決定：平成１４年度
事 業 化 ：平成１９年度
⽤地着⼿ ：平成２０年度
⼯事着⼿ ：平成２１年度

再評価実施後３年経過

きたあき た わきがみ
鷹巣⼤館道路（Ⅱ期）

12.0
（13.5）

2.5
7.0

（8.5） 2.5

［単位：ｍ］

事業費・進捗率

きたあき た さかえ

・鷹巣⼤館道路（Ⅱ期）は、⽇本海沿岸東北⾃動⾞道
の⼀部を構成する⾃動⾞専⽤道路

・安定的な物流ルートの確保等による企業活動の⽀援
・迅速かつ安定的な救急搬送を⽀援し、地域住⺠の安全・
安⼼を確保

起
点
：
北
秋
⽥
市
脇
神

終
点
：
北
秋
⽥
市
栄

⼤館能代空港IC
鷹巣IC 北秋⽥市

⼤館市

７

105

285

⾄ 仙北

鷹巣⼤館道路（Ⅱ期）
5.6km

鷹巣⼤館道路
8.3km

(仮)今泉IC

T’15= 16,500台/日

T’15= 19,800台/日

⼆ツ井⽩神IC

能代市

７

⾄
新
潟
⾄
河
辺
Ｊ
Ｃ
Ｔ

(仮)⼩繋IC

T’15= 11,500台/日

⼆井⽥真中IC

⼤館南IC

⼤館北IC

103

⾄ ⻘森 ⾄ ⼩坂JCT

⾄
⿅
⾓

その他道路凡例
道路種別

：評価対象区間
：⾼規格幹線道路
：地域⾼規格道路
：⼀般国道
：主要地⽅道・県道

道路種別
：4⾞線以上
：2⾞線

凡 例
：開通中
：事業中
：未事業化□□□

全体事業費
(うち⽤地補償費)

執⾏済み額
(うち⽤地補償費)

全体進捗率
（⽤地進捗率）

H29再評価時
全体事業費

(うち⽤地補償費)

完成 ２７０億円
（１７億円）

２６３億円
（１７億円）

９７％
（１００％）

２７０億円
（１７億円）

１－②．一般国道７号 鷹巣大館道路（Ⅱ期）

H28.10
開通

H28.10開通H30.3
開通

3.9km

社会情勢の変化等

位置図 標準横断図

平⾯図

⼆ツ井今泉道路
4.5km

24※H30当初予算投⼊時点


